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遺伝子操作によりがん特異性を付与された T 細胞の輸注療法に大きな期待が掛けられ

ている。T 細胞レセプター（TCR）そのものを用いた遺伝子改変細胞（TCR-T 細胞）及

び、免疫グロブリンの可変領域遺伝子と T 細胞の細胞内領域を組み合わせたキメラ遺

伝子導入細胞（CAR-T 細胞）がその主たるものである。本セミナーでは、数多くのレッス

ンをベースに、がんに対する Adoptive Cell Therapy の今後につき考えてみたい。 


